






はじめに 

IgA腎症は仏のBergerによってその概念が提唱されてより約15年を経過し,初期に考えら

れていたほど臨床像,組織像は単一なものではなく,多彩な病像を示す heterogenous な病

態を包含する症候群と現在は推測されている。 

本症は,本邦では欧米に比し発見率が高い原発性腎疾患であり,小児では学校検尿を契機と

して高頻度に発見され,予後不良例も認められることから,その病態究明が急がれている慢

性腎疾患の 1つである。 

今回,我々が経験した小児期 1gA 腎症について,臨床像と病理組織像に検討を加えたので,

報告する。 


